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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用・所得環境に改善がみられるなど、総じて緩

やかな回復基調が続きましたが、個人消費については実質賃金が伸び悩む中で消費者物価の上昇等もあり、消費マ

インドは持ち直しに足踏みがみられ、依然不透明な状況を呈しております。

当社グループが主に事業を展開しております建設業界におきましては、公共工事の工事量が減少し、民間企業の

設備投資も低調に推移いたしました。

このような経営環境の中にあって、当社グループの当第２四半期連結累計期間の実績は、売上高24,888百万円

（前年同四半期比13.4％減）、営業利益575百万円（前年同四半期比11.4％減）、経常利益464百万円（前年同四半

期比32.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益648百万円（前年同四半期比18.8％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 建設関連事業

国内の建設関連事業では、継続していた官民大型工事が減退する中、公共工事の発注が予想以上に低調で、建設

資材関連の販売も伸び悩み減収減益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,755百万円（前年同四半期比21.8％減）、営業利益は115百万

円（前年同四半期比46.1％減）となりました。

② 電設資材事業 

電設資材事業は、公共工事の大型案件が減少したことに加え、民間企業の設備投資需要も低調だったことを映じ

て減収減益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は13,405百万円（前年同四半期比10.7％減）、営業利益は318百

万円（前年同四半期比13.8％減）となりました。

③ カーライフ関連事業 

石油部門では、燃料油の需要低迷と油外商品の販売不振、原油価格の下落による販売単価の値下がりにより減収

となりましたが、コスト削減の徹底により増益となりました。オート部門では、車両関連商品の販売に努めました

が、車検、車両販売ともに低調に推移し、減収減益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,809百万円（前年同四半期比19.8％減）、営業利益は103百万

円（前年同四半期比13.8％増）となりました。

④ 住宅・生活関連事業 

主な事業として、農産物部門では、果実類の取扱量やきのこ加工品の販売量が増えたことにより、増収増益とな

りました。住宅部門では、大型リフォーム案件等の受注が順調に推移し、増収増益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,918百万円（前年同四半期比1.4％増）、営業利益は122百万

円（前年同四半期比255.8％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は16,185百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,726百万円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が1,063百万円、受取手形及び売掛金が757百万円増加したことによるも

のであります。固定資産は13,645百万円となり、前連結会計年度末に比べ50百万円増加いたしました。これは主に

投資有価証券が139百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、29,830百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,777百万円増加いたしました。

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は14,667百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,073百万円増

加いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が873百万円、短期借入金が810百万円増加したことによるもので

あります。固定負債は6,579百万円となり、前連結会計年度末に比べ164百万円増加いたしました。これは主に長期

借入金が191百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は、21,247百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,237百万円増加いたしました。

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は8,583百万円となり、前連結会計年度末に比べ539百万円増加

いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益648百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は27.8％（前連結会計年度末は27.6％）となりました。
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② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて1,056百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には1,723百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間において、営業活動の結果獲得した資金は628百万円（前年同四半期は526百万円の獲

得）となりました。これは主に売上債権の増加額706百万円に対し、税金等調整前四半期純利益923百万円及び仕入

債務の増加額887百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間において、投資活動の結果使用した資金は487百万円（前年同四半期は508百万円の使

用）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出320百万円及び関係会社株式の取得による支出193百

万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間において、財務活動の結果獲得した資金は916百万円（前年同四半期は555百万円の獲

得）となりました。これは主に短期借入金の純増額584百万円、長期借入れによる収入1,200百万円、長期借入金の

返済による支出782百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績を勘案し、平成27年８月12日に公表いたしました平成28年６月期第２四半期の

連結業績予想の修正をいたしました。なお、当該修正に関する開示は、本日（平成28年２月８日）公表の「業績予

想値と実績値との差異に関するお知らせ」をご覧ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年６月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,117 2,181 

受取手形及び売掛金 9,892 10,649 

商品及び製品 1,534 1,650 

仕掛品 43 105 

原材料及び貯蔵品 236 275 

繰延税金資産 218 93 

その他 1,519 1,303 

貸倒引当金 △104 △75 

流動資産合計 14,458 16,185 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 7,704 7,714 

減価償却累計額 △5,306 △5,343 

建物及び構築物（純額） 2,398 2,371 

機械装置及び運搬具 5,082 5,177 

減価償却累計額 △3,485 △3,501 

機械装置及び運搬具（純額） 1,596 1,675 

土地 6,120 6,106 

リース資産 373 379 

減価償却累計額 △128 △142 

リース資産（純額） 245 237 

建設仮勘定 74 14 

その他 1,653 1,683 

減価償却累計額 △1,401 △1,419 

その他（純額） 252 263 

有形固定資産合計 10,688 10,669 

無形固定資産 309 304 

投資その他の資産    

投資有価証券 824 963 

繰延税金資産 381 389 

その他 1,738 1,574 

貸倒引当金 △346 △255 

投資その他の資産合計 2,597 2,671 

固定資産合計 13,594 13,645 

資産合計 28,053 29,830 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年６月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,228 6,102 

短期借入金 6,066 6,876 

リース債務 78 79 

未払法人税等 228 160 

賞与引当金 413 115 

工事損失引当金 0 0 

その他 1,579 1,332 

流動負債合計 13,594 14,667 

固定負債    

長期借入金 4,049 4,241 

リース債務 169 151 

繰延税金負債 17 16 

再評価に係る繰延税金負債 409 402 

退職給付に係る負債 1,319 1,345 

役員退職慰労引当金 190 165 

環境対策引当金 116 116 

資産除去債務 61 61 

その他 80 80 

固定負債合計 6,415 6,579 

負債合計 20,009 21,247 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,264 1,264 

利益剰余金 5,978 6,599 

自己株式 △46 △46 

株主資本合計 7,195 7,817 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 168 134 

土地再評価差額金 92 76 

為替換算調整勘定 315 286 

退職給付に係る調整累計額 △20 △17 

その他の包括利益累計額合計 556 480 

非支配株主持分 290 285 

純資産合計 8,043 8,583 

負債純資産合計 28,053 29,830 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年７月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年７月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 28,724 24,888 

売上原価 25,053 21,350 

売上総利益 3,671 3,537 

販売費及び一般管理費 3,021 2,962 

営業利益 649 575 

営業外収益    

受取利息 6 5 

受取配当金 2 3 

為替差益 35 － 

仕入割引 83 77 

不動産賃貸料 25 24 

その他 35 24 

営業外収益合計 189 134 

営業外費用    

支払利息 99 82 

持分法による投資損失 18 16 

為替差損 － 93 

売上割引 17 16 

貸倒損失 － 30 

その他 12 5 

営業外費用合計 148 245 

経常利益 690 464 

特別利益    

固定資産売却益 0 6 

投資有価証券売却益 － 0 

投資有価証券評価損戻入益 1 － 

受取補償金 － 495 

特別利益合計 1 501 

特別損失    

固定資産売却損 26 3 

固定資産除却損 0 27 

投資有価証券評価損 － 2 

役員退職慰労金 － 8 

特別損失合計 27 41 

税金等調整前四半期純利益 664 923 

法人税、住民税及び事業税 161 164 

法人税等調整額 △295 107 

法人税等合計 △134 271 

四半期純利益 799 652 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 4 

親会社株主に帰属する四半期純利益 798 648 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年７月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年７月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 799 652 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 60 △34 

為替換算調整勘定 30 △19 

退職給付に係る調整額 11 3 

持分法適用会社に対する持分相当額 14 △14 

その他の包括利益合計 116 △65 

四半期包括利益 915 586 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 907 587 

非支配株主に係る四半期包括利益 8 △1 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年７月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年７月１日 
 至 平成27年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 664 923 

減価償却費 290 292 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9 △115 

賞与引当金の増減額（△は減少） △194 △297 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 △24 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 31 29 

受取利息及び受取配当金 △9 △8 

支払利息 99 82 

為替差損益（△は益） △35 93 

受取補償金 － △495 

売上債権の増減額（△は増加） △1,783 △706 

たな卸資産の増減額（△は増加） △411 △217 

未収入金の増減額（△は増加） △204 29 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,330 887 

未払金の増減額（△は減少） 95 △87 

前受金の増減額（△は減少） 260 64 

その他 694 246 

小計 847 696 

利息及び配当金の受取額 6 5 

利息の支払額 △91 △78 

収用補償金の受取額 － 240 

法人税等の支払額 △235 △235 

営業活動によるキャッシュ・フロー 526 628 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

関係会社株式の取得による支出 － △193 

有形固定資産の取得による支出 △449 △320 

有形固定資産の売却による収入 19 35 

無形固定資産の取得による支出 △9 △6 

投資有価証券の取得による支出 △63 △0 

貸付けによる支出 △2 △67 

貸付金の回収による収入 4 68 

定期預金の預入による支出 △31 △79 

定期預金の払戻による収入 25 71 

その他 △1 5 

投資活動によるキャッシュ・フロー △508 △487 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 202 584 

長期借入れによる収入 1,360 1,200 

長期借入金の返済による支出 △935 △782 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △41 △39 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △25 △42 

非支配株主への配当金の支払額 △4 △4 

財務活動によるキャッシュ・フロー 555 916 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 574 1,056 

現金及び現金同等物の期首残高 1,154 666 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,728 1,723 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年７月１日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  建設関連 電設資材 

カーライフ
関連 

住宅・生活
関連 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 6,082 15,016 4,746 2,878 28,724 － 28,724 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

48 15 157 205 427 △427 － 

計 6,131 15,032 4,903 3,084 29,151 △427 28,724 

セグメント利益 214 369 90 34 709 △60 649 

（注）１．セグメント利益の調整額△60百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり、報告

セグメントに帰属しない本社の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年７月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  建設関連 電設資材 

カーライフ
関連 

住宅・生活
関連 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 4,755 13,405 3,809 2,918 24,888 － 24,888 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

69 11 128 132 340 △340 － 

計 4,825 13,416 3,937 3,050 25,229 △340 24,888 

セグメント利益 115 318 103 122 660 △84 575 

（注）１．セグメント利益の調整額△84百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり、報告

セグメントに帰属しない本社の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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